
⼤阪府に⼤きな被害をもたらした過去の気象事例
「平成29年（2017年）台⾵第21号（10⽉20⽇〜23⽇）」

【概況】
台風第21号は、日本の南の海上を北上し、超大型で強い勢力を保ったまま、10月23日03時頃に静岡県掛川市

市付近に上陸した。近畿地方では、22日明け方から強風域に入り、22日夜から23日明け方にかけて暴風域に
入った。
また、大阪府では、台風第21号の北上に伴い、本州南岸の前線や台風を取り巻く発達した雨雲の影響で、22

日夜遅くから23日明け方にかけて暴風を伴った大雨となった。
20日12時から23日12時までの総降水量は、熊取で340.0ミリを観測した。また、期間中の最大1時間降水量は、
熊取で24.5ミリを観測した。
風については、豊中で北北西の風36.5メートル(23日01時47分)の最大瞬間風速、北北西の風23.7メートル(23

日01時13分)の最大風速を観測した。豊中の日最大風速は年間の1位を更新した。この大雨と暴風の影響で、大
阪府では2人が死亡し、負傷者は28人（いずれも軽症）だった。（被害状況：「大阪府災害年報（平成29年中）」より）

熊取で総雨量340.0ミリ、豊中で最大瞬間風速36.5メートルを観測。

～人的被害も発生～

アメダス期間最大瞬間風速・風向(10月20日〜23日12時)
アメダス期間降水量分布図(10月20日12時～23日12時)台風経路図 台風第21号

22⽇21時
23⽇03時頃

静岡県掛川市付近に上陸

ミリ


